
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はつらつシニアサポート事業・・・・・・  22,877〔保健福祉部〕 

◎ねんりんピック開催・・・・・・・・・・ 314,227〔保健福祉部〕 

○敬老優待乗車証交付事業・・・・・・・・4,688,757〔保健福祉部〕 

高齢者、障がい者の生活あんしん 

支援事業（法人後見事業を含む）・・  58,085〔総務部・保健福祉部〕 

さっぽろ孤立死ゼロ安心ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾃﾞﾙ事業・   2,834〔保健福祉部〕 

特別養護老人ホーム新築費補助・・・・・ 120,000〔保健福祉部〕 

若年性認知症支援事業・・・・・・・・・   4,309〔保健福祉部〕 

高齢者ひとくち講座・口腔ケア推進事業・  12,654〔保健福祉部・保健所〕 

高 齢 者 の 

地 域 生 活 

支 援 の 充 実 

  ー主要事業ー          要求額 

○妊婦一般健康診査・・・・・・・・・・・ 283,797〔保 健 所〕 

生後４か月までの全戸訪問・・・・・・・  64,543〔保 健 所〕 

不妊治療支援事業・・・・・・・・・・・  75,396〔保 健 所〕 

子どもを生み 

育 て や す い 

環 境 づ く り 

一般会計要求総額  

220,747,515 千円 

（対前年度 ＋2.3％） 

◎：新規事業 ○：ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業 

 

 

 

 

ねんりんピック（全国健康福祉祭）開催 

60 歳以上の方を中心とするスポーツと文化、健康

と福祉の全国規模の祭典である、第 22 回全国健康

福祉祭を「ねんりんピック北海道・札幌 2009」として、

21 年 9 月 5 日から 4 日間の日程で札幌市を中心に

全道各地で開催します。 

保健福祉局 ＜要求の基本的考え方＞ 

◆情勢の変化に対する迅速かつ的確な対応を目指し、制度に基づ

く事業の着実な推進を図る。 

◆第２次新まちづくり計画の目標達成に向けた取り組みの加速及

び行財政改革プランに盛り込まれた見直しを推進する。 

障がい者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰﾑ設置費補助・・   6,000〔保健福祉部〕 

○障がい者相談支援事業・・・・・・・・・ 188,768〔保健福祉部〕 

精神障がい者地域生活移行支援事業・・・  10,700〔保健福祉部〕 

障がい児（者）療育支援事業・・・・・・  33,264〔保健福祉部〕 

元気はっけん（派遣）事業・・・・・・・  10,000〔保健福祉部〕 

○障がい者協働事業運営費補助・・・・・・  62,325〔保健福祉部〕 

障 が い 者 の 

自 立 支 援 の 

促 進 

事業費 314,227 （新規） 

主な内訳 

実行委員会負担金    150,000  

札幌市実行委員会負担金 120,777 

 

○災害時要援護者避難支援対策・・・・・・   3,470〔総 務 部〕 

災 害 に 強 い 

安 全 な ま ち 

の 整 備 

 

「健康さっぽろ２１」推進事業・・・・・   1,754〔保 健 所〕 

市民健康づくりサポート事業・・・・・・   3,500〔保 健 所〕 

 

ス ポ ー ツ を 

楽 し む 環 境 

の充実と健康 

づくりの推進 

◎のぞみ学園改修・・・・・・・・・・・・ 300,000〔保健福祉部〕 

◎産婦人科救急医療対策事業・・・・・・・ 170,489〔保 健 所〕 

○安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業・ 14,770〔保 健 所〕 

そ の 他 

札幌市では、「グラウンド・ゴルフ」「剣道」

「サッカー」「水泳」の 4種目を行います。 

（単位：千円）

うっさん

※北海道・札幌大会のマスコットキャラクター「うっさん」：北海道に生息する「なきうさぎ」がモチーフ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な見直し項目（効果額）＞ 
・一般事務費の削減          122,920 

・老人バス運営費補助金の見直し     33,677 

・民間社会福祉施設等補助金の見直し   23,414

 

 

安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業 

事業費 14,770 (20 年度予算額 4,000) 

主な内訳：推進委員会運営費      4,351  

（中長期的な施策の検討）

新規事業費         10,419 

（消費者と事業者との交流、しょくまる普及等）

 

 

 

 
産婦人科救急医療対策事業 

市民のみなさんが安心して子どもを

生み育てることができる環境を整備する

ため、妊婦等の症状に応じて適切な医

療を提供するための産婦人科救急医療

体制を充実・強化します。 

事業費  170,489（新規）  

主な内訳 

患者受入情報ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ・患者相談窓口運営費 

65,527  

二次救急医療機関体制整備費   60,730 

三次救急医療機関体制整備費   37,600 

市民のみなさんの食の安全を守

るための施策を推進するとともに、

消費者と事業者との交流事業な

ど、食への信頼性向上にも視点を

置いた事業を推進します。 

特 別 会 計 
保健福祉局では、一般会計の他に、４つの特別会計を所管しています。 

国民健康保険会計（予算要求額 183,978 百万円） 
医療制度改革による拠出金の減等により、予算要求総額は前年度予算額と比べて 3.79％の減になりま

す。また、一世帯あたり保険料を軽減するための繰入金約 143 億円を含め、一般会計から総額約 272 億円の

繰入金を受け入れます。保険料については、口座振替の促進など、滞納の未然防止対策を積極的に進めるこ

とにより、収納率の向上および歳入の確保に努めていきます。 

介護保険会計（予算要求額 94,130 百万円） 
現在策定中の第４期介護保険事業計画に基づき、在宅や施設の介護保険サービスの提供に加え、介護予防

などの地域支援事業を充実させていきます。 

後期高齢者医療会計（予算要求額 19,183 百万円） 
平成 20 年 4 月に開始された長寿医療（後期高齢者医療）制度を運営している広域連合の運営経費など、

高齢者が医療を受けるために必要な経費が計上されています。 

老人医療会計（予算要求額 1,857 百万円） 
長寿医療（後期高齢者医療）制度への移行に伴い、老人保健制度が廃止されたことから、平成 20 年度予

算に比べ大幅に予算が減少しています。（21 年度は、医療機関からの医療費の再請求分等について計上）。 

 
 

 

 
敬老優待乗車証交付事業 

老後の生活を明るく豊かに送って 

いただくため、敬老優待乗車証の 

利用上限額を 5万円から 

7 万円に引き上げ、 

高齢の方々の外出を 

一層支援します。 

事業費 4,688,757 (20 年度予算額 4,163,123) 

達成目標 敬老優待乗車証の利用上限額 

Ｈ18 5 万円 → Ｈ21 7 万円 

 

 

 

 
障がい者相談支援事業 

障がいのある人やその家族を対象に、 

福祉サービスに係る情報提供や利用援助、関係機

関との連絡調整、権利擁護のために必要な援助な

ど、総合的な相談支援を行うとともに、これに必要な

相談支援体制を拡充します。 

事業費 188,768 (20 年度予算額 94,737) 

達成目標 相談支援事業実施箇所数 

Ｈ18 10 か所 → Ｈ22 16 か所 

21 年度効果 ＋1箇所 


